
■天候： ■ 対

第 3 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 安 失

1 0 0 0 0 0 2 0 0 3 6 3

0 0 3 0 1 0 3 2 ｘ 9 9 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 二         4 1 1 0 一安 三振 三飛 振逃

2 中         4 0 1 1 中３ 中失 三振 振併

3 捕         4 1 1 0 捕邪 投ゴ 右安 捕邪

4 遊 投       4 1 0 0 三ゴ 三ゴ 三失 遊飛

5 左         4 0 0 0 中飛 二ゴ 捕邪 三振

6 一         3 0 1 1 四球 三振 右安 三振

7 投 遊       3 0 1 0 三ゴ 中安 三振

7     遊     0 0 0 0

8 三         3 0 1 1 中飛 遊併 左安

9 右         3 0 0 0 二飛 三振 三振

          

          

          

          

          32 3 6 3 3 2

5

3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 中         3 0 0 0 三振 投ゴ 四球 四球 二ゴ

2 遊         3 2 1 0 四球 右安 三振 四球 左失

3 三         4 2 2 0 遊安 捕失 死球 三振 中安

4 捕         3 1 0 0 三併 三飛 投併 四球 四球

5 投         4 3 4 3 中３ 中２ 死球 中２ 二安

6 右         4 0 2 1 死球 遊安 右安 遊ゴ 二飛

7 一         2 1 0 0 四球 投併 遊ゴ 四球 四球

8 二         4 0 0 2 投ゴ 四球 三振 捕ゴ 投ゴ

9 左         4 0 0 0 三振 三振 三振 二ゴ

          

          

          

          

          

          31 9 9 6 11 3
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小倉南

千葉大宮・通

-4-

小倉南は試合開始直後の１回表、千葉大宮の主戦、高井の立ち上がりを攻め、１・２番打者の長短打によって１点
を先取する。しかし後続を断たれてしまい、この１点のみで攻撃が終了。一方の千葉大宮は初回からランナーを出
すものの、なかなか得点に結びつけることが出来ず、ようやく３回裏に長短打と相手エラーによって３点を得点す
る。千葉大宮はその後５回にも１点を追加する。小倉南は７回表にヒットとエラーなどによって２点を追加して１点差
まで迫ったものの、その後は試合終了まで千葉大宮の高井を打ち崩すことができなかった。千葉大宮は7回に３点、
8回に２点と着実に加点して小倉南を突き放した。千葉大宮の勝因としては、主戦の高井の好投と堅い守り、そして
序盤に見られた、ランナーが溜まってからの攻撃の荒さが中盤以降収まったことが考えられる。一方の小倉南は高
井投手を打ち崩すことができず散発６安打１０三振に押さえ込まれたことが悔やまれる。

合計

■戦評

併殺

残塁 併殺

堀　口　雄　一

常世田　大　地

大　江　晃　幸

四球 自責

6 4

7

安打 三振

山　口　忠　憲 19

打者回数

6 4

3 3

髙　井　晋　吾 森　本　承　平 6 10 1髙　井　晋　吾 33

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手

ポジション 氏名

備考

杉　田　真　弥

森　本　承　平

髙　井　晋　吾

冨　田　英　樹

赤　地　佑　哉

投手

吉　田　俊　将

山　口　忠　憲

捕手

永　松　　　享

本　宮　文　明

3

3

晴れ

吉　田　俊　将 25

備考

合計

氏名

茅　原　裕　樹

千葉県立千葉大宮高校・通 福岡県立小倉南高校

■球場： ■試合時間： 2時間37分 ■備考：

■日時： ８月１０日（木）

千葉

■バッテリー： ■：投手成績

ポジション 氏名

永　松　　　享

山　口　忠　憲

残塁

柿　田　研　一

駒沢硬式野球場 試合 回戦

代表地区出場校名

小倉南

千葉大宮・通

福岡

山　口　一　馬

伊　村　　　航

田　港　素　規

大　津　翔　馬

藤　井　亮　大

吉　田　俊　将

三振 四球 自責氏名 回数 打者 安打


